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 承認番号 20600BZZ01074000 

機械器具 32 医療⽤吸引器 
管理医療機器 ⻭科⽤吸引装置ポンプ（JMDN コード：70727000） 

⻭科⽤吸引器 ＴＣＶ・ＦＡＣ２ 

 

**【禁忌・禁止】 
〈使⽤方法〉 

1) 義⻭などのチタン材料、有機溶剤（レジン液、アルコ
ールなど）を吸引しないこと。 
[チタン材料⼜は有機溶剤により⽕災等を引き起こす
可能性があるため。] 

2）液体を吸引しないこと。  
[感電を引き起こす可能性があるため。] 

 
【形状・構造及び原理等】 
〔形状・構造等〕 

 

 

 

 

 

 

〈原理〉 
操作線から⼊⼒により、ブロワが起動され、⻭科診療時
における⾼速切削で患者の⼝腔外に排出される粉塵を吸
引する。 
内蔵のプレフィルタ、ゴアフィルタは粉塵を分離して、
ブロワに切削物が吸引されないようになっており、ブロ
ワからの排気は本体内にあるバイオフィルタを通して排
気される。 

**〈動作保証条件〉 
周囲温度：5〜40℃ 

 
【使用目的又は効果】 

本品は⻭科治療における⾼速切削により、⼝腔外に排出
される粉塵の吸引除去を目的とする。 
 
 

【使用方法等】 
 機器の取付・据付は専門の担当者（当社⼜は当社指定 

の業者）が⾏うこと。 
1) サクション専⽤ブレーカ(AC100V)の電源をON ⼜

は、本製品の電源スイッチをON にする。 
2) フリーアームフォルテの赤外線スイッチをON にす

ると、吸引が開始される。 
3) フリーアームフォルテの赤外線スイッチをOFF にす

ると、吸引を停止する。 
4) ⼀⽇の診療が終われば、必ずサクション専⽤ブレーカ

ー(AC100V)の電源をOFF ⼜は、本製品の電源スイ
ッチをOFF にする。 

**〈使⽤方法に関連する使⽤上の注意〉 
短時間でのON・OFF の繰り返し運転を⾏わないこと。 

 
【使用上の注意】 
**〈重要な基本的注意〉 

1) 運転中及び停止後は、外装が熱くなっている為、注意
すること。 

2) 植込み型心臓ペースメーカ⼜は植込み型除細動器を
使⽤している患者において 使⽤中、患者に異常が⾒
られた場合は直ちに本製品の電源スイッチを切り、使
⽤を中止すること。本製品から発せられる電磁波によ
りペースメーカ⼜は除細動器の機能に障害を与える
おそれがある。 

 
【保管方法及び有効期間等】 
**〈保管の条件〉 
下記の条件にて保管すること。（但し、結露しないこと） 

周囲温度：－10℃〜40℃ 
相対湿度：20〜90％ 

〈耐⽤期間〉 
3 年間。（⾃⼰認証（当社データ）による。） 
※正規の使⽤方法、保守点検、消耗品などの交換を⾏っ
た場合に限る。 
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**【保守・点検に係る事項】 
〈使⽤者による保守点検事項〉 

頻度 内容（概要） 
始業前 装置の外観・構成品に異常が 

ないこと。 
1〜6 ヶ月ごと プレフィルタの交換 
6 ヶ月〜3 年ごと ゴアフィルタの交換 

 

詳細は取扱説明書を参照すること。 
〈業者による保守点検事項〉 
 3年ごとにバイオフィルタの交換を当社または当社の指

定する業者に依頼すること。 
詳細は取扱説明書を参照すること。 
 

**【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
〔製造販売業者〕 

株式会社東京技研横浜工場 
電話番号 045-591-4441 

〔製造業者〕 
株式会社東京技研 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 
 
 

 
 

 

 


